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○は休符！他に△印の休符もあります。△は八分休符や十六分休符などで使います。

や のように○や△のなかに・がある場合は音が伸びている状態です。

箏の絃は１３本あり、楽譜内の数字は絃の番号です。自分から遠い側から一、二、
三…と数字が増えて行きます。１１、１２、１３をそれぞれ斗、為、巾と呼びます。
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箏爪は右手の

親指、人差し指、

中指に装着します。

一　二　三　四　五　六　七　八　九　十　斗　為　巾
D　 G     A     B♭  D    E♭  G     A    B♭  D    E♭  G     A

壱越（いちこつ）平調子の調絃
※壱越とは和名のD音のことです
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